
診療放射線技師学科（昼間部４年制）

開講科目名 必修授業

（英語標記） 選択形態 前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

数理科学の基礎

Basics of Mathematical Science

物理学

Physics

化学

Chemistry

生物学

Biology

数学

Mathematics

応用数学

Applied Mathematics

情報処理

Information Processing

人工知能

Artificial Intelligence

医療統計学

Medical Statistics

基礎英語

English

臨床医学英語

Clinical Medicine English

心理学

Psychology

文章・表現

Sentence & Expression

社会学入門

Introduction to Sociology

経済学入門

Introduction to Economics

プレゼンテーション概論

Introduction to Presentation

健康科学

Health Science

医療倫理学

Medical Ethics

医療人間学

Training of Medical Person

医療人としての社会の役割を理解
し、医療に関するカウンセリング、
接遇・言葉遣い、コミュニケーショ
ン法を習得する。

人
間
と
生
活

基
礎
分
野

必修 演習 1 15 15

必修 講義 1 30

必修 講義 1 15

区分
単
位
数

時
間
数

１年

30

必修 講義

必修 講義 1 30 30

必修 講義 1 30 30

必修 講義 1 30

科
学
的
思
考
の
基
礎

放射化学、放射線物理学、核医学に
繋がる原子核、エネルギー準位、化
学平衡などの知識を修得する。

２年 ３年 ４年
講義概要

数学、物理学、化学を学ぶ際に必要
な最低限の知識を修得する。

放射線物理学、放射線計測学、画像
工学に繋がる力学、波動力学、電磁
気学などの知識を修得する。

30

必修 講義 1 15

必修 講義 1 30

1 30

15

30

放射線生物学、放射線治療学、基礎
医学に繋がる細胞・組織・免疫・遺
伝・DNAの損傷と修復などの知識を
中心に修得する。

必修 講義 1 30 30

応用数学、画像工学、医用画像情報
学に繋がる指数対数、三角関数、ベ
クトル、微分積分などの知識を中心
に修得する。

必修 講義 1 30

放射線分野の画像再構成等で必要と
なる数学基礎、微分・積分、フーリ
エ変換等、診療放射線学に必要な数
学について理解する。

30

マイクロソフト オフィス スペシャ
リスト（MOS）認定資格等取得に向
けて、Word、Excelの操作を習得す
る。

人工知能の定義、歴史、画像認識・
自然言語処理などの応用事例、さら
にディープラーニングの基本につい
て学ぶ。

医療従事者は、研究や発表などのた
めに統計学の知識が求められてい
る。本科目では、統計学の基礎知識
や手法を修得する。

必修 講義 1 30 30

必修 講義 1 30 30

就職や進学促進の観点からも英語力
が求められている。その手始めとし
て基本的な英文法、単語、読解能力
を修得する。

必修 講義 1 30 30

診療放射線技師として必要な基本的
な医学単語を習得し、増加している
外国人患者様に対し、検査時に英語
で適切に対応ができるようにする。

カウンセリングの理論や技法を研究
し、病理を含むパーソナリティ全体
について心理学的アセスメントスキ
ルを実践を交えて習得する。

必修 講義 1 15 15

文学作品、各種文書などの教材を利
用し、各種文書づくりの作法やわか
りやすい文章、伝わりやすい文章を
作成するための技法を修得する。

必修 講義 1 30 30

諸現象の本質を見抜く洞察力、分析
力を培い、医療人として必要な幅広
い総合的知識を修得する。

必修 講義 1 15 15

経済という側面から見られる「人間
性」の本質に肉迫し、医療人として
必要となる経済学の基礎的知識を修
得する。

必修 講義 1 15 15

必修 講義 1 30 30

各種テーマを題材としてプレゼン
テーションを経験しながら、問題指
摘、改善指導等を行い、プレゼンに
必要な知識と技術を修得する。

健康への認識を高めるとともに、健
康保持の手法、体力増進のトレーニ
ング法、応急処置技術など実技も含
めて習得する。

30

人間の生き方や行為を考え、医療従
事者の倫理的使命を学び、命の倫理
が生まれた歴史的背景を基盤とし医
療人としての倫理学を修得する。

15



開講科目名 必修授業

（英語標記） 選択形態 前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

区分
単
位
数

時
間
数

１年 ２年 ３年 ４年
講義概要

解剖生理学Ⅰ

Anatomical Physiology Ⅰ

解剖生理学Ⅱ

Anatomical Physiology Ⅱ

解剖生理学Ⅲ

Anatomical Physiology Ⅲ

解剖生理学Ⅳ

Anatomical Physiology Ⅳ

解剖生理学Ⅴ

Anatomical Physiology Ⅴ

臨床医学概論
Introduction of Clinical

Medicine

公衆衛生学

Public Health

薬理学

Pharmacology

病理学

Pathology

臨床医学総論

The Elements of Clinical Medicine

診療画像機器工学概論
Introduction to Clinical Imaging

Machine Engineering

画像機器学Ⅰ

Diagnostic Imaging Equipment Ⅰ

画像機器学Ⅱ

Diagnostic Imaging Equipment Ⅱ

医用工学Ⅰ

Medical Engineering Ⅰ

医用工学Ⅱ

Medical Engineering Ⅱ

放射線物理学Ⅰ

Radiation Physics I

放射線物理学Ⅱ

Radiation Physics Ⅱ

放射線生物学

Radiation Biology

放射化学

Radiation Chemistry

放射線計測学Ⅰ

Radiation Measurement I

放射線計測学Ⅱ

Radiation Measurement Ⅱ
30

測定値の統計的な性質と誤差、照射
線量、吸収線量、エネルギーの計測
法および各種の応用計測法、実際の
医療現場での計測を習得する。

放射性同位元素の性質、放射性壊
変、放射平衡、半減期、標識化合物
の合成法、各放射性核種等の分離
法・製造方法の知識を修得する。

専
門
基
礎
分
野

保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る

理
工
学
的
基
礎
お
よ
び

放
射
線
の
科
学
・
技
術

必修講義 3 45 45

放射線の種類や性質、相互作用、電
離箱、比例計数管発光を利用した検
出器、半導体検出器などの各種放射
線測定器の原理を理解する。

必修演習 1 30

必修 講義 3 45 45

放射線治療学などに繋がる原子核の
崩壊、放射線種類別の人体との相互
作用などの知識を修得する。

必修 講義 1 30 30
放射線による生物への影響・障害、
被ばく低減、放射線防護などの知識
を修得する。

必修 講義 1 30 30

直流・交流の特性、電気・電子回路
素子の特性、交流回路のベクトル軌
跡、アナログ・デジタル回路の特性
について実験を通じ理解を深める。

必修 講義 2 60 60

放射線計測学、放射化学、放射線生
物学に繋がる必要な原子の構造、放
射線の定義と種類、放出原理・性質
などの知識を修得する。

必修 演習 1 30 30

磁気共鳴画像診断装置、超音波画像
診断装置、眼底写真撮影装置につい
て学び、各画像診断技術学の基礎を
築く。

必修 講義 2 60 60

多くの医療機器は電気を利用してお
り、放射線技師としてその動作原理
の理解、保守点検への応用ができる
ような工学的な知識を修得する。

必修 講義 2 30 30

各種診療画像機器装置の基本構成に
ついて理解する。

必修 講義 2 30 30
診療放射線技師が扱う診断用X線装
置の基礎となる各種機器について理
解する。

必修 講義 1 15 15

30

診療放射線技師に必要な生体の構
造、機能と肉眼的解剖について修得
する。解剖生理学Ⅳでは、上肢、脊
椎、頸部の構造と機能を理解する。

必修 講義 1 30 30

各器官・臓器の構造と機能、各疾患
の種類と症状、病態・診断・検査・
治療・予防などについてその概要を
修得する。

診療放射線技師として必要な生体の
構造、機能と肉眼的解剖について修
得する。解剖生理学Ⅱでは、胸郭、
腹部臓器の構造と機能を理解する。

必修 講義 1 30 30

診療放射線技師として必要な生体の
構造、機能と肉眼的解剖について修
得する。解剖生理学Ⅲでは、骨盤、
下肢の構造と機能を理解する。

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
な
り
立
ち

必修 講義 2 60 60

必修 講義 1 30 30

必修 講義 1 30

保
健
医
療
福
祉
に
お
け
る
理
工
学
的
基
礎
及
び
放
射
線
の
科
学
・
技
術

必修 講義 1 30 30

診療放射線技師に必要な生体の構
造、機能と肉眼的解剖について修得
する。解剖生理学Ⅴでは、頭頸部、
神経系の構造と機能を理解する。

生体の構造、機能と肉眼的解剖につ
いて修得する。解剖生理学Ⅰでは、
細胞の構造と機能、組織、器官の構
造と機能の全体像を理解する。

医学の発達の歴史、医学と医療の関
係、医学の持つ社会的意義などを総
括的に理解する。

必修 講義 1 15 15
近年の社会環境と健康との関係を理
解し、それらの変化が健康に与える
影響と諸制度を理解する。

必修 講義 1 30 30

薬品・造影剤の基本構造、体内動態
および副作用、薬を投与された人体
内での反応を理解し、疾病に対する
薬の作用について理解する。

必修 講義 2 30
病変について形態学的にとらえ、発
症、経過、回復、予後などの疾病概
念の本質について理解する。

30

必修 講義 2 30 30



開講科目名 必修授業

（英語標記） 選択形態 前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

区分
単
位
数

時
間
数

１年 ２年 ３年 ４年
講義概要

診療画像検査学Ⅰ

Medical Imaging ExaminationⅠ

診療画像検査学Ⅱ

Medical Imaging ExaminationⅡ

診療画像検査学Ⅲ

Medical Imaging Examination Ⅲ

診療画像検査学Ⅳ

Medical Imaging Examination Ⅳ

診療画像検査学Ⅴ

Medical Imaging Examination Ⅴ

エックス線撮影技術学
Experiment of Medical Imaging

Examination

診療画像検査学実験

Medical Imaging Experiment

核医学検査技術学Ⅰ

Nuclear Medicine Technology I

核医学検査技術学Ⅱ

Nuclear Medicine Technology Ⅱ

核医学検査技術学Ⅲ

Nuclear Medicine Technology Ⅲ

放射線治療技術学Ⅰ

Radiation Therapy Technology I

放射線治療技術学Ⅱ

Radiation Therapy Technology Ⅱ

放射線治療技術学特論
Advanced Radiation Therapy

Technology

医療画像情報学Ⅰ

Medical Image Information Ⅰ

医療画像情報学Ⅱ

Medical Image Information Ⅱ

医療情報システム学

Medical Informatics

情報処理技術学

Information Processing

卒業課題研究

Graduation Research

総時間数 134 3405 375 435 450 390 450 435 480 390

医療情報技師免許取得に向けて医療
情報システムを安全かつ有効に活用
し提供するための知識を修得する。

総
合
分
野

総
合
科
目

必修 演習 3 150 90 60

これまで学んだ知識をもとに、グ
ループごとにテーマを持って研究す
ることで、専門知識を問題解決に利
用する能力を修得する。

必修 講義 1 30 30

30
デジタルＸ線画像の画像形成理論、
画像情報、画像処理、評価法を修得
する。

必修 講義 1 30 30

医療情報の特性やその保管・通信・
セキュリティ技術・医療情報システ
ムについて学び、医療現場における
運用について理解する。

15
放射線治療関連の講義と病院実習で
学んだことをもとに、放射線治療分
野の基本的知識を修得する。

医
療
画
像
情
報
学

必修 講義 1 15 15

アナログＸ線画像の形成課程を学習
し、感光材料、蛍光体、写真薬品な
どの特性や写真における諸効果につ
いて理解する。

必修 講義 2 30

30
放射線治療の原則と特徴、適応と選
択、特殊な表現方法などの知識を修
得する。

必修講義 4 60 60
各照射方式・放射線発生原理・治療
計画の考え方、放射線治療の品質管
理・品質保証の知識を修得する。

放
射
線
治
療
技
術
学

必修講義 2 30

必修 講義 1 15

30
核医学検査機器を用いた各種核医学
検査を臓器別に基礎的読影法や核医
学治療法を理解する。

必修講義 2 30 30

核医学関連の講義と病院実習で学ん
だことをもとに、核医学分野の基本
的知識の復習・再確認を行い理解を
深める。

診療画像機器（一般撮影装置、X線
CT装置、MRI装置など）の知識をも
とに各装置の構成、特性、特徴を実
験を通して習得する。

核
医
学
検
査
技
術
学

必修講義 3 45 45

放射性医薬品の体内挙動と解析方法
を理解する。核医学検査機器の撮像
原理、用途、検査方法、品質管理・
品質保証の知識を修得する。

必修講義 2 30

必修実験 5 150 60 90

乳房撮影・超音波検査・眼底カメラ
検査の撮像原理、検査技術、画像解
剖、アーチファクト、線量評価法な
どを修得する。

必修演習 4 60 60

単純X線撮影と乳房撮影に必要な撮
影方法、撮影体位、患者さんの被ば
く抑制を考慮した機器の取扱法を習
得する。

必修講義 4 60 60

必修講義 2 30 30

MRI装置は放射線を使わずに多種の
画像を提供している。その原理、撮
影技術、再構成法、画像処理技術な
どを修得する。

X線TV装置と血管造影装置の原理、
撮影技術、画像解剖、線量評価法お
よび画像処理技術を修得する。

必修講義 2 30 30

X線CT画像は様々な用途の画像を提
供している。その原理、撮影技術、
再構成法、線量評価法および画像処
理技術などを修得する。

講義 3 45 45

専
門
分
野

診
療
画
像
技
術
学

必修講義 2 30 30
X線単純撮影検査の撮影技術・画像
解剖について理解し、実際のポジ
ショニング技術を習得する。

必修


